
様式第３号 

 

令和 ７ 年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 １５ 学 校 名 静岡県立東部特別支援学校 校 長 名 佐々木 雅則 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

（1）〈守る〉安全で安心な教育環境 

  取組 

目標 
成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

安全な学校環境の整備 

命を守る

緊急時対

応力の向

上 

・安心して学校

生活を送ること

ができたと答え

る 児 童 生 徒

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・適切な判断と

行動で安全に支

援することがで

きたと答える教

職員 100％ 

・緊急体制訓練他 ４回

実施 

・注入時発災訓練を 1

回実施 

・安全点検を月に１回

実施した。 

・日常的に安全な環境

づくりを行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人工呼吸器、緊急時

の対応についてのグ

ループワーク、呼吸

介助と姿勢について

の研修を実施 

・指導医訪問研修 ３回

実施 

・ヒヤリハット・イン

シデントの情報共有

と速やかな対応策の

検討を行った。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

〇訓練や講習会等について

は計画通り実施すること

ができた。緊急対応や日頃

の安全に関する知識や意

識を高めることができた。 

●来年度も今年度並みの計

画を考えていきたい。 

●ヒヤリハットの報告方法

は報告が減ったため、ファ

イルに記入する方法に戻

すかどうか検討する。ま

た、ヒヤリハットは、イン

シデントや事故防止につ

ながる重要なものである

ことを分掌課員を中心に

周知していく。 

 

Ａ 

 

 

○訓練や指導訪問研修を計

画通り実施することがで

きた。医ケアに初めて携わ

る人にも分かりやすい内

容やすぐに実践に活かせ

る内容に工夫し実施する

ことができた。 

●注入時発災訓練は１回に

減らしたが、多くの教員に

取り組んで欲しいため来

年は２回にしたい。 

○インシデントについては、

速やかな情報共有を行っ

たり、対策について検討し

たりすることができた。 

 

イ 人権を尊重する教育 

教職員アンケート 97.4% 

 

児童生徒アンケート 100% 

教職員アンケート 100% 

保護者アンケート 94.8% 
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子どもの

人権を尊

重した教

育の推進 

・安心できる学

校生活の中で、

友達や教師と関

わったり自分や

仲間の良さに気

付いたりするこ

とができたと答

え る 児 童 生 徒

90％以上 

・各学部学年で月のテ

ーマに沿ってミーテ

ィングを行った。結

果を掲示板で共有し

た。 

・人権教育について、

いじめ防止委員会に

て、主事・主任に向

けて伝達を行った。 

・夏季休業中に外部講

師による人権研修を

行った。 

 

Ａ 

 

 

 

 

〇児童生徒アンケートでは、安

心できる学校生活と友達を

大切にした生活の２つの項

目で、「できた」が 100％の

評価であった。毎月取り組ん

でいる教職員人権ミーティ

ングで日頃の行動を振り返

り、共有したことが児童生徒

の安心や他者を認める気持

ちにつながっているのでは

ないかと考える。今後も続け

ていきたい。 

●一方で、教職員アンケートで

は、生活年齢に合わない関わ

りや「さん」付けが行われて

いない様子が見られている

という声が挙がっている。人

権ミーティングで検討項目

に挙げている内容について、

まだ不十分な点があったこ

とはしっかりと反省をした

い。 

●来年度の人権ミーティング

では、生活年齢に合った関わ

りや「さん」づけについて重

点的に振り返りを行うよう

にしたい。また、夏季人権研

修で扱う内容についても上

記の反省に沿った内容で計

画し、より教職員が意識でき

るようにしたい。 

 

（2）〈育む〉確かな学力や豊かな心と生きる力 

  取組 

目標 
成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

学び・授業の充実、専門性をいかした肢体不自由教育の向上 

自分らし

く生きて

いくため

の学びや

経験を促

す 系 統

的・段階

的な教育

の充実 

・自分の将来の

生活や夢につい

て考えたり、進

路について知っ

たりすることが

できた児童生徒

90％以上 

 

・キャリア発達に関す

る学習会を２回（全体

（６月）、学部（９・

10月））実施。職員事

業所見学を１回（８

月）実施。 

・キャリア発達に関す

る授業実践の紹介（各

学部１回以上）実施 

 

Ａ 

 

 

 

 

〇特に中学部・高等部におい

て、生徒の実態に合わせて進

路指導が実施できた。 

〇学部ごとの学習会では、各学

部の教職員から聞き取った

児童生徒アンケート 100% 

教職員アンケート 90.8% 

保護者アンケート 98.3% 

 

児童生徒アンケート 100% 

教職員アンケート 98.7% 

保護者アンケート 100% 
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テーマで実施し、ニーズに沿

った情報提供・共有ができ

た。全学部に課長が参加する

ことで、学校全体のキャリア

教育の考えを合わせて伝え

ることができた。 

●キャリア教育の手引きの見

直しや学習会、掲示板などを

通じて各学部のキャリア教

育やキャリアパスポートの

抑えを確認できるようにし

たい。 

専門性を

いかした 

授業の充

実 

・個別の指導計

画を授業に活用

できたと答える

教員 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「できた、分かっ

たなど喜びのある

学びができた」と

答える児童生徒 

90％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別の指導計画の活

用に関する研修を２回

実施（４月、夏季休業

中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自身が指導上必要と

する専門性向上に向け

た職員同士の学び合い

を実施（授業を通した

テーマ検証：通年、研

修報告：８月・３月（予

定）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇どの学部も個別の目標を単

元ごとに具体化し、授業の中で

目標を意識した学習に取り組

むことができた。特に中学部で

は、単元ごとに学部全体で振り

返る時間を設け、PDCA を生か

した取組ができた。 

●次年度は、県の統一書式や生

成 AI の活用など新しい取り組

みが導入されるため、教員間で

共通理解を深めながら、より効

果的に活用できるよう研修を

進めていきたい。 

 

 

 

 

〇各職員自身がニーズを感じ

る研修に取り組み専門性をよ

り高められたこと、またキーワ

ードに掲げ還元に至ることを

目指して繰り返しグループを

越えた共有を図ってきたこと

で、児童生徒の学びの支えにつ

なげられたと捉えている。今後

も専門性チェックシートの項

目などから自身のニーズを把

握し、個々の研修ニーズは学校

の課題でもあるという捉えの

下、よりよい集団形成や進め方

などの方法を追求しながら児

童生徒の学びを支える研修を

進めていきたい。 

児童生徒アンケート 100% 

教職員アンケート 98.7% 

保護者アンケート 100% 

 

児童生徒アンケート 100% 

教職員アンケート 97.4% 

保護者アンケート 100% 
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・児童生徒の実

態に合った目標

や活動内容、支

援を設定するこ

とができた教員

80％以上 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育や音楽、図

工美術等の授業

に楽しく取り組む

ことができた児童

生徒 90％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業内で ICT活

用 1 回以上行っ

たと答える教員

100％ 

 

 

 

 

 

・流れ図研修会を３回

実施。先生方の意見を

取り入れ、「つながりタ

イム」の改定を実施。 

・月 1回程度、専門性

を高めるための情報提

供を掲示版にて実施。 

・自立活動の指導につ

いて専門家から指導を

受ける機会を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体育、音楽、図工・美

術の授業実践と教材教具

の情報を掲示板に掲載 

７・10月掲載 

・行事を充実させるため

の取り組み 

学発…より実態に合わせ

たやり方に変更 

プール…小：全学年実施

に変更 

コンサート…子どもの実

態に合ったプログラム編

成 

 

 

 

 

 

・DXだより 毎月 1回以

上更新（生成 AI、機器の

紹介、YouTubeの紹介な

ど） 

・学部プチ学習会（高は

今後実施予定） 

・夏の ICT研修実施

（Google ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ、

ipadの活用について） 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

〇「つながりタイム」を全児童

生徒に対して実施することが

できた。 

●「つながりタイㇺ」への共通

理解をより深められるように

必要に応じて改定していきた

い。 

〇掲示板を通して専門性を高

めるための情報提供を行うこ

とができた。 

●全体が求めている情報を把

握した上で、情報発信をしてい

きたい。 

〇PT 等の巡回指導や摂食指導

において外部専門家から専門

的な指導を受けることで、自立

活動の指導にいかすことがで

きた。 

 

 
 

〇授業を土台に創り上げる各学

部の文化的行事、体育的行事を

生徒の実態に合った形にし、児

童生徒への働きかけや支援を工

夫して充実させることができ

た。 

〇児童生徒が体育や芸術に関心

がもてるように実態を把握した

り、アンケート結果を大切にし

たりしながら、行事の企画や教

材の紹介をしていく。 

●プールの実施判断が難しい時

があったため、判断基準を明確

にしていく。 

 

 

〇月 1 回以上の発行をすること

ができ、生成 AI（イラストの出

力など）の活用や機器について

興味を持ち活用する教師が増え

た。 

●学部規模でプチ学習会を行っ

ていたが、他学部の学習会につ

いても参観できるようにして幅

児童生徒アンケート 100% 

教職員アンケート 100% 

 

児童生徒アンケート 100% 

教職員アンケート 98.7% 

保護者アンケート 100% 

 

教職員アンケート 98.7% 
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広く情報を共有できる環境にし

ていく。 

 

（3）〈つなぐ〉児童生徒の学びと生活を支える連携 

  取組 

目標 
成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

センター的機能の充実 

児童生徒

の学びと

生活を支

える連携

の充実 

・ケース会議、校

内支援委員会、幼

児教室、見学会等

を実施したこと

により関係機関

との連携が深ま

り、児童生徒の学

びと生活が支え

られたと感じる

保 護 者 、 教 員 

80％以上 

 

 

 

 

学校、保護者、関係機関

と連携するための会議

や委員会等を以下の通

り実施。     

①学校見学会１回 

②幼児教室２回 

③教育相談 14件 

④関連機関とのケース

会議・情報共有 17件 

⑤校内支援委員会２件 

⑥伊豆医療福祉センタ

ー連絡会 月 1回 

 

Ａ 

 

 

 

〇放課後等デイサービスおよび

相談支援事業所を対象に学校

見学会を行った。放デイ引き

渡し時の新しい駐車方法を周

知し、本校の教育活動につい

ても理解を深めてもらうこと

ができた。 

〇学期ごとに校内支援リストを

作成・確認し、必要な児童生

徒に対して校内支援委員会を

開催することができた。 

〇必要に応じて関連機関と連携

し、情報共有やケース会議を

行うことができた。 

●今後も児童生徒および保護

者の支援ニーズを把握し、関

連機関と適切に連携してい

きたい。 

 

（4）〈高める〉教職員が互いに支えあう職場づくり 

  取組 

目標 
成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

教職員の資質向上 

学び続け

る教職員 

・授業や行事を参

観し、「参考にな

った」と答 える

教職員 80% 

 

 

 

・各学部の授業紹介に

よる参観の促し 

・学部間交流の実施 

・学部・学年行事等の

参観への呼びかけ

（学習発表会の校内

発表、音楽発表会な

ど） 

・グループ研修の公開

案内 

 

Ａ 
 

〇約９割の教職員が、学部主事

からのお知らせや学部間交流

によって、他学年や他学部を参

観（参加）する機会が増え、指

導の参考になったと答えてい

る。他学年、他学部の授業参観

への意識が高まり誰でも行き

やすい雰囲気となり、指導の刺

激になったり、参考になったり

している。 

●学年や学部において人を交

換する形が、空き時間に行くよ

りも行きやすい。学部間交流に

ついては、時期が遅くなったこ

教職員アンケート 98.7% 

保護者アンケート 96.4% 

 

教職員アンケート 96.1% 
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とや担当する部署が不明瞭な

ど、来年度に向けて整える必要

がある。運営会議で担当部署を

決め、早い時期から取り組める

ようにしたい。 

イ 

業務改善の推進 

働きやす

い職場環

境の構築 

・事務職員が校務

運営に 参画して

「教員の業務 負

担が軽減に繋が

った」と答える教

員 80％ 以上 

・分掌業務への参加 

（DX・生徒指導課） 

・放課後等デイサービ 

 スの送迎誘導の削減 

・給食の配膳補助 

（高等部） 

・ホームページの更新 

 

 

Ａ 

 

 

〇令和８年度から実施する総

務事務集中化を先行する形で

実施したところ、97.4％の教職

員から高評価を得た。次年度以

降も継続し、併せて学年会計を

教員と協働で取り組んで行き

たいと考えている。 

〇ホームページは保護者及び

学校運営協議会から「授業や学

校行事などの様子が分からな

い。」といった声があり始めた。

引き続き分かりやすい発信を

心掛けたい。 

●事務集中化後の事務職員定

数減が近い将来想定されるた

め、先行して取り組んだ業務や

学年会計に影響が生じる可能

性がある。その時は可能な範囲

で対応することになる。 

 

教職員アンケート 97.4% 

 


